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年末年始、みんなで楽しむお酒
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それぞれの「為事 ※」。
しごと

※「為事」とは、「仕事」の語源ですが「事（つかえる）を為す」という意味から生まれた言葉。自分の意志や使命、役割を果たすための行為を指します。
これは、単に会社に仕える「仕事」とは異なり、より能動的で自身の内発的な動機に基づいた「成すこと」を意味することがあります。
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　柳島の街で、祖母が自宅を改造してタバコを売り始めたことが、
青木商店の歩みの始まりだった。当時はお酒はもちろん、食料品や
タバコも扱い、地域に寄り添った小さな商いをしていた。少しずつ
お店を大きくし、約40年前には現在の場所へ店を構え、今に至るま
で歩みを続けている。
　その間、戦争やスーパーマーケットの進出、同業種店舗の増加
など、商いを取り巻く環境は大きく変化し続け、決して順調な時代
ばかりではなかった。先の見えない不安に直面することも少なくな
かったが、それでも、変わらず足を運んでくれるお客さまの存在が、
店を続ける力となった。「毎月、毎日、一日一日を頑張ればいい」と
いう思いを胸に、家族やスタッフとともに暖簾を守り続け、101年目
を迎える。
　長い歴史を背景に、三代目店主は四代目の息子や家族、スタッ
フと力を合わせ、地域に寄り添いながら日々の営業に取り組んでい
る。店内に並ぶお酒は実際に試飲をして厳選したものばかりで、味
わいや香り、飲みやすさにも目を配っている。また、今でも、昔から
続く駄菓子や卵、おつまみなどを揃え、初めての方でも気軽に立ち
寄れる店作りを心がけている。こうした取り組みには、家族やスタッ
フの細やかな気遣いと、長年培ってきた知恵が息づいており、今日
も多くのお客さまが青木商店を訪れる。

「お酒は、いい意味で名脇役的な存
在でいいと思っている」そう語る店主。
お酒単体で美味しいものはもちろん
あるが、やはり食べ物が主役であり、
食べ物に寄り添うのがお酒の役割。し
かし、それも人それぞれの嗜好によ
る。だから、味や香りの違いを楽しみ
ながら、自分なりの楽しみ方を見つけ
るのが今のお酒の楽しみ方だ。

店主が考える、
お酒の楽しみ方

変わりゆく街中で、
守り続けた商いの軌跡

　三代目として店を営む今、青木商店が大切にしているのは、日本酒
を「難しいもの」にしないこと。冷やして飲む、燗にする、食事と合わせる。
決まった正解はなく、その人の好みやその日の気分、季節に合った飲
み方こそがおいしい。難しいものにせず、楽しくわかりやすく、ハードル
を下げることで、より多くの方に日本酒を楽しんでもらいたいという。
　その想いを形にするべく、お店に立つ上で心がけているのはコミュ
ニケーションだ。お客さまの話に耳を傾け、会話を重ねながら一本一本
を選ぶお手伝いをする。会話を通じて寄り添い、自然体でお酒を楽し
んでもらうこと。それが青木商店の接客の軸となっている。
　こうした姿勢は、店内にも表れている。手書きのポップがありとあらゆ
るところに置かれ、お酒の味わいや産地、特徴はもちろん、時にはお酒
と関係のないことまで書かれている。視覚的にも楽しく、味のイメージ
がしやすく、選びやすい。今の時代だからこそ、SNSだけでなく、手書き
や活字媒体の温かみも大切にしているという。
　三代目は、飲食店と二人三脚で地元を盛り上げるお手伝いをさせて
いただくことを大切に「普通の生活のなかで日本酒を楽しむ人が一人
でも増えることを願っている」と語る。そして、一本のお酒が誰かの楽し
いひとときにつながること。それこそが店主にとって何よりの喜びである。

人とお酒がつないでくれた、
今の青木商店のかたち

青木商店を支えるのは、家族やスタッフの力。その力は三代目店主が「日
本一」だと自負するほど。なかには飲食店経験者もいるからこそ、仕入れ
先の気持ちを汲んだ対応ができるのも強みの一つ。スタッフ一人ひとり
の生き生きとした姿こそが、青木商店の温かさの源でもある。

家族と仲間とともに紡ぐ、青木商店の温もり

茅ヶ崎で百年以上続く老舗酒店。大正
時代に創業し、祖母の代から受け継
がれてきた。現在は、三代目店主・青
木智明氏と、四代目の息子・遼太朗氏
を中心に、店を切り盛りしている。日本
酒を中心に、多様な品揃えと丁寧な接
客が魅力で、地域に根差した町の酒
店として親しまれている。
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年末年始、お酒を楽しむ季節。
本特集では、老舗の酒屋さんと受賞歴豊富な地ビールメーカーさんに、
これまでの歩みと「為事（しごと）」としての熱い想いを伺いました。

神奈川県茅ヶ崎市柳島海岸1284
TEL.0467-82-5243
　 9:00～19:00（日・祝～18:00）
㊡ 火曜日

柳島屋 青木商店

営
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四代目 青木 遼太朗
長い年月の中で積み重ねてきた信頼と商いの姿勢。その一つひとつを礎に、青木商店は次の世代へとバトンを渡していく。
四代目 青木 遼太朗
長い年月の中で積み重ねてきた信頼と商いの姿勢。その一つひとつを礎に、青木商店は次の世代へとバトンを渡していく。



つくり手、売り手が語る
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立ち上がった。ホームゲームでは、サンクトガーレンのタップカーが
地元ファンの楽しみになっている。

　製造から30年。岩本氏が見据えてきたのは、自社の成長だけではない。
　「正直言うと、まだまだです。30年経っても、クラフトビールのシェア
はせいぜい１％強。あまりにも小さい」 新規参入が相次ぐ一方で、市
場全体の広がりは限定的だという現実がある。
　「新しく参入する人が増えるのは嬉しいことです。でも、作って満足し
てしまうケースも多い。僕らが始めた頃は、売り場すらなく、自分たちで
開拓するしかなかった。そこで市場を取り合っても、意味はないんです」
　岩本氏は、大手メーカーによる「クラフト風ビール」の存在にも懸念
を示す。「アメリカでは“クラフティー”と明確に区別されますが、日本で
は線引きが曖昧です。アメリカではクラフトが３割、ポートランドでは５
割を超える。日本は、まだまだ広がる余地があるはずです」 だからこそ、
新規参入する人々には「裾野を広げる意識」を持ってほしいと語る。
　「僕らも、簡単に置き換えられないビール造りを続けなければなら
ない。話題性があって、思わず飲んでみたくなる。そんな“こと”を、こ
れからも仕掛けていきたいですね」
　最後に、「どんな風にクラフトビールを飲んでほしいか」と尋ねる
と、岩本氏は迷いなく答えた。
　「楽しく飲んでほしい。ビールって、本来そういうものですから」
　その笑顔には、30年かけて市場を切り拓いてきた自負と、これか
らも挑み続ける覚悟がにじんでいた。
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　岩本伸久氏の原点には、父・光生氏の存在がある。飲食店を展開
していた父は、サンフランシスコでクラフトビールと出会い「ビール
は、もっと自由で多様であっていい」と感じたという。
　1993年、サンフランシスコでクラフトビールづくりを開始。当時、
日本では酒税法により小規模醸造は禁止されていた。
　「日本で造れないなら、アメリカで造って逆輸入すればいい」と父
の言葉をもとに、岩本氏は父とビール造りに専念し、高い評価を受け
TIME誌にも掲載された。
　日本に「クラフト」がない時代に「形」にしてみせたこの挑戦が、「0
号クラフトビール」と呼ばれる所以である。

　1994年、日本で酒税法緩和によりクラフトビール製造が解禁。
様々な苦難の中を乗り越え、伸久氏は独立し、サンクトガーレンを立
ち上げた。「クラフトビールを扱うバーは都内３軒しかなく『クラフト
ビールとは何か?』と聞かれ、お客さまを１から教育することから始
めました」 その中で、「言葉」を大切にしてきたという。
　「作り手は、つい専門用語を使ってしまいがち。それでは伝わらな
い。オレンジの味だとか、チョコレートみたいなコクだとか、すぐにイ
メージできる言葉で伝えてきました」
　スイーツビールやフルーツビールの開発も、クラフトビールの裾
野を広げるために、飲み手側に立ち続けてきた結果である。
　2009年、湘南ベルマーレとともに、Jリーグ初となるクラブ公式
ビールの開発にも挑んだ。「課題もあったが、一緒にやってやろうと」

市場も言葉もなかった時代から
－サンクトガーレンの30年

パイオニアが切り拓いた、本当にゼロからの道

神奈川県厚木市金田1113-1

賀正ビール 2026干支ラベル
限定販売中
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つくる人、つなぐ人

置き換わらない存在であるために
TIME誌
日本人の作る高品質
なクラフトビールとし
て取り上げられた。
日本のクラフトビール
を語る中では欠くこ
とができない、サンク
トガーレンの歴史だ。

サンクトガーレン有限会社

神奈川県厚木市中町2-2-1
本厚木ミロード２ １階

サンクトガーレン TAP ROOM

年末年始の営業：年末12月31日まで／年始2026年1月2日より営業
※年末年始は通常と営業時間が異なる場合があります。



「30分制３杯まで」なので、飲み過ぎる
方もおらず、サクッと飲みに最適です

鹿とイノシシの炭火焼 ￥1600
シルクのような舌ざわり 仙禽雪だるま グラス ¥800

人気のせんべろセット［お酒2杯＋おつまみ］ ￥1，000（税込） 店名の由来にもなった、マスターの愛するワイン「Kaplja」

ラムバーガー ¥1,600～

お
正
月
の
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っ
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す
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ね
！ 

今
年
の
飲
み
納
め
に
お
す
す
め
の

お
店
を
ご
紹
介
！ 

素
敵
な
お
酒
と
一
品
を
嗜
み
な
が
ら
、一
年
を
振
り
返
る
の
も
い
い
で
す
ね
♬

そ
し
て
人
が
集
ま
る
お
正
月
。色
々
な
種
類
の
お
酒
を
用
意
し
て
、飲
み
比
べ
も
楽
し
い
で
す
ね
♬

お
正
月
に
飲
み
た
い「
一
杯
」

角打ちができる酒屋「つちや商店」では、約５種の日本酒
に加え、クラフトビールやワインなど幅広い酒を気軽に味
わえる。贈り物選びの試飲や待ち合わせ、軽い２次会での
利用も多く、世代を問わず親しまれている。２杯とおつま
みがお得に楽しめるせんべろも人気。半量での提供やこだ
わりのおつまみ、ジュース、子ども用のおもちゃなどもある
ため、飲めない人や家族と一緒でも立ち寄りやすい一軒。

お酒好きから飲めない人まで楽しめる
地域に根づく角打ち酒屋

つちや商店

利き酒師でもある二代目が仕入れるお酒は、季節、食
材、気分（！）などで変わり、何度訪れても飽きさせない
品ぞろえが特徴。お酒に合わせた旬の食材を使った
メニューは毎日変わるため、「今日は何だろう？」とワ
クワクさせてくれる。囲炉裏も備え、幅広い調理法で提
供される料理は、お酒もついつい進むおいしさ。

扉を開けば「ほっ」とする笑顔と、
「はっ！」となる旨いもの

平塚くるまや

平塚の地で創業100年近くとなるカメヤ。楽天市場内
でも25年にわたってワイン販売サイトを展開。現在
は優良な日本ワインや世界の自然派ワインを中心に
販売している。サイト内で購入した商品は店頭でもお
渡し可能。新しいワインとの出会いに、ぜひ利用して
みては。

平塚の老舗「世界の酒カメヤ」
毎日の1杯から特別な1本まで…

世界の酒 カメヤ
平塚市紅谷町18-14
［平塚駅西口徒歩約３分］
TEL.0463-21-0220
　 9:30～20:00　㊡ 不定休

辻堂駅から徒歩７分の「wine&bar Kaplja」は、各国の
ナチュラルワインを中心に、ウイスキーやカクテルまで幅
広く楽しめる大人の隠れ家。お酒の個性に寄り添うおつ
まみや名物のスパイスカレー、繋ぎなし100％ラム肉の
ラムバーガーも楽しめ、ゆったりと杯を重ねられる。一杯
一杯を丁寧に味わいたい夜に、ぜひ立ち寄ってみては。

一杯と一皿、その相性を楽しめるバー

ワインアンドバー カプリャ

wine&bar Kaplja

地元の魅力を届ける日本酒缶に新作が登場。「白笹鼓
（緑）」は酸味と旨味の調和が印象的、「菊勇ももくらうど
（ピンク）」はソーダ割りも合う爽やかさ、「盛升（青）」は適
度な甘みと豊かな香りが際立つ、各酒造の個性が光る3
缶セットとなっている。１合（180ml）缶だから、日本酒初
心者でも気軽に手にとって飲み比べを楽しむことができ、
おしゃれなデザインで贈り物にもぴったり。

JR横浜湘南シティクリエイトから
待望の第２弾！

ＪＲ横浜湘南シティクリエイト
平塚市代官町1番1号 ラスカ平塚南館４階
TEL.0463-22-0236

3缶セット ￥2,400（税込）

人と街をつなぐ 日本酒を核とした地域活性化

オリジナルラベル日本酒缶

しらささつづみ

きくゆう

さかります

※取扱店舗／道の駅 湘南ちがさき、KINOKUNIYA（ラスカ平塚店） 等

営

茅ヶ崎市浜竹2-2-51　TEL.0467-57-0019
　 月～土 18:00～25:00（金～26:00）　
　 日 11:30～15:00　㊡ 木曜・不定休
※1/5～通常営業

営
平塚市錦町1-17
［平塚駅から徒歩3分］
TEL.090-2360-1980
　 17:00～23:00　㊡ 日曜営

茅ヶ崎市東海岸北1-1-2　TEL.0467-82-2066
　 10:00～19:00　日・祝日 10:00～18:00
  （角打ち 11:00～LO閉店30分前） ㊡ 水曜
※1/1休業、1/5～通常営業

営

［右］農楽蔵　ノラポン･ブラン2024　［限定6本］￥3,520（税込）
［中央］テール･ド･シエル　シャルドネ　［限定3本］￥5,720（税込）
［左］タカヒコ･ソガ　ヨイチ･ノボリｰＮ202　［限定6本］￥5,830（税込）

年内
31日まで
年始

４日から営業

年内
30日まで
年始

７日から営業

年内
12/30まで
年始

・1/2、3お昼頃～特別営業
・1/4 お昼のみ営業　　

年内
12/30まで
年始

・1/2、3お昼頃～特別営業
・1/4 お昼のみ営業　　

年内
12/31まで特別営業
角打ち12/28まで

年始
1/2～4短縮営業

年内
12/31まで特別営業
角打ち12/28まで

年始
1/2～4短縮営業 ・お席のご利用は30分

・オーダーは３杯まで
・購入した商品を食べられます

角打ちのススメ

お酒１杯（100ml）450円～
おつまみ　　　 100円～

※角打ちは現金のみ

4

食べたい！飲みたい！贈りたい！

各店自慢の“逸品”をご紹介！
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　前回は途中棄権という悔しい結
果で終わってしまい、次は絶対に
金メダルを獲るという思いで練習
に取り組んできました。そして、無
事に金メダルを獲ることができ
ホッとしています。ただ、コートに
長く立てなかったことが心残りで
もあるので、次は少しでも長くコー
トに立ち、チームの勝利に貢献で
きるよう頑張りたいです。バレーに
対する思いが、いろいろな意味で
さらに大きくなった大会でした。
　100周年という特別な大会
で、東京で、このような結果を
残せてとても嬉しく思います。
たくさんの応援本当にありがと
うございました。

デフバレーボール女子日本代表

長谷山 優美
デフバレーボール女子日本代表

髙濵 彩佑生

　東京での開催が決定された翌
日から約３年間は、これまでにな
いほどのプレッシャーと闘い、思
うようにいかず悩むことも多くあ
りました。それでも、常にそばで支
えてくれた家族、東海大学水泳部
の仲間、コーチ陣、そして応援して
くださった皆さんの存在が、私の
背中を力強く押してくれました。
　そして、金メダルを獲得した
時、満席の会場で手話による国
歌斉唱を表現し、応援してくだ
さった皆さんとあの瞬間を共有
できたことは、胸が震えるほど
感動し、誇らしく感じました。ま
さに一生の宝物です。本当にあ
りがとうございました。

デフ水泳日本代表

茨 隆太郎

　今大会で金メダルを手にした
瞬間の喜びは、言葉では言い表
せないほど大きなものでした。
家族や友人、会社の方をはじめ、
本当に多くの方々の温かいサ
ポートのおかげで、金メダルとい
う最高の形で恩返しができ、心
から嬉しく思っています。
　また、プレーを通して競技の魅
力を伝えられたこと、多くの方か
ら「とても面白かった」「迫力が
あった」といった声をいただけた
ことが、大きな喜びでした。競技を
通じて、デフスポーツの新たな可
能性を広げる一助となれたのな
ら、これ以上の幸せはありません。
本当にありがとうございました！

デフバレーボール女子日本代表

中田 美緒

　自国開催ということもあり、不
安やプレッシャーもありました
が、皆様に応援していただき、優
勝の瞬間をお見せすることがで
きて本当に嬉しく思っています。
　大会期間中、バレー会場は満席
で、想定していなかったほどの盛り
上がりでした。デフリンピックやデ
フバレーを多くの方に知っていただ
けたのではないかと感じています。
　また、デフリンピック２大会
ぶりの金メダルでもあり、金メ
ダルに対する想いもこれまでと
は大きく変わりました。今回の
優勝は、これまでお世話になっ
た方々に恩返しができた金メダ
ルだと強く感じています。

多くの種目で素晴らしい結果を残し閉幕した東京デフリンピック。 本紙9/5号で紹介した湘南ゆかりのデフアスリート４選手にコメントをいただきました！東
京
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

感
動
を
あ
りが
と
う
!

感
動
を
あ
りが
と
う
!
コメント全文は
コチラ

©東京都©東京都

©東京都

©東京都

©東京都
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市長・町長の声2026
いよいよ2026年の幕開け！
新たなチャレンジをしたくなったり、リスタートの気持ちになったり、
さまざまなことへの期待に胸が膨らむ季節です。
私たちの暮らす２市2町のトップたちは新たな年にどのような思いを寄せているか、
2026年にかける思いの丈を語ってもらいました。

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。輝
か
し
い
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
、心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、７
月
に
道
の
駅「
湘

南
ち
が
さ
き
」が
オ
ー
プ
ン
し
、

来
場
者
１
０
０
万
人
が
視
野
に

入
る
な
ど
、新
た
な
地
域
の
拠
点

と
し
て
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。今
後
も
地
域
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
、

“

ち
が
さ

き
愛
“あ
ふ
れ
る
施
設
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、「
実
施
計

画
２
０
２
５
」の
締
め
く
く
り
の

年
と
し
て
、活
力
に
満
ち
た
持
続

可
能
な
ま
ち
の
実
現
に
向
け
、施

策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

２
０
２
６
年
は
、茅
ヶ
崎
の
将

来
を
見
据
え
、「
人
口
減
少
期
に
お

い
て
も
元
気
で
持
続
可
能
な
ま

ち
」を
築
く
た
め
の
５
年
間
の
取

組
で
あ
る「
実
施
計
画 

２
０
３

０
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。企
業
や

大
学
、市
民
団
体
な
ど
多
様
な
主

体
と
連
携
し
、ス
ポ
ー
ツ・文
化
の

振
興
や
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
を
通
じ
て
、茅
ヶ
崎
ら
し
い
魅

力
の
創
出
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、松
林
地
区
で
は
地
域

集
会
施
設
の
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、自
然
災
害
へ
の
備
え
の

強
化
や
、道
路
な
ど
イ
ン
フ
ラ
の

適
切
な
管
理
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

本
年
も「
笑
顔
と
活
力
に
あ
ふ
れ
、

み
ん
な
で
未
来
を
創
る
ま
ち 

ち

が
さ
き
」の
実
現
に
向
け
、市
政
運

営
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
と
っ
て
笑
顔
あ
ふ
れ

る
実
り
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ

う
、心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
、平
塚
市
は
、戦

後
80
年
、核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市

を
宣
言
し
て
か
ら
40
年
の
節
目

を
迎
え
ま
し
た
。八
幡
山
公
園
に

あ
る
平
和
慰
霊
塔
の
再
整
備
な

ど
、多
く
の
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
。改
め
て
平
和
の
尊
さ
、命
の

大
切
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。ま

ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
で
は
、ツ

イ
ン
シ
テ
ィ
大
神
地
区
は
、大
型

商
業
施
設
な
ど
の
開
業
に
加
え
、

住
宅
建
設
も
進
ん
で
い
ま
す
。

市
内
産
業
で
は
、市
内
へ
の
本
社

移
転
や
新
た
な
設
備
投
資
な
ど

に
よ
り
、多
く
の
活
力
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。長
期
的
な
視
点
に
基

づ
き
進
め
て
き
た
施
策
が
大
き
な

経
済
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
６
年
も
多
く
の
こ
と

に
果
敢
に
取
り
組
み
ま
す
。学
生

な
ど
に
も
人
気
な「
駅
の
図
書

室
」の
装
い
を
新
た
に
し
ま
す
。

老
朽
化
し
た
美
術
館
は
、大
規
模

改
修
す
る
な
ど
、社
会
教
育
施
設

の
充
実
に
着
手
し
ま
す
。「
ひ
ら

つ
か
シ
ー
テ
ラ
ス
」は
、想
定
を

上
回
る
来
園
者
で
賑
わ
っ
て
い

ま
す
。海
岸
エ
リ
ア
を
線
で
結
ぶ

「
浜
辺
の
さ
ん
ぽ
道
」は
、相
模
湾

を
一
望
で
き
る
湘
南
随
一
の
遊

歩
道
で
、自
慢
の
場
所
で
す
。早

春
か
ら
夏
に
向
か
っ
て
太
陽
の

光
が
彩
な
す「
ひ
ら
つ
か
の
海
」

を
幅
広
く
発
信
す
る
と
と
も
に
、

魅
力
を
高
め
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
幸
多
き
年
と
な

り
ま
す
よ
う
、心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
の
任
期
も
早
く
も
３
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。こ
の
間
、町
の
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
を
町

政
の
最
重
要
課
題
と
し
て「
町
民

ま
ん
な
か
」町
民
の
皆
様
に
寄
り

添
っ
た
政
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、子
育
て
支
援
で
は
小

学
校
給
食
費
無
償
化
、18
歳
ま
で

の
こ
ど
も
医
療
費
無
償
化
や「
大
磯

式
部
活
動
」な
ど
を
実
現
し
た
ほ
か
、

お
年
寄
り
向
け
に
は
、65
歳
以
上
の

介
護
保
険
料
は
神
奈
川
県
内
で
一

番
安
い
金
額
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

「
わ
く
わ
く
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
」

で
、「
大
磯
ま
つ
り
」な
ど
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
政
策
は
着
実
に
実
を

結
び
、昨
年
９
月
発
表
の
民
間
会

社
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、住
み
続

け
た
い
街（
駅
）ラ
ン
キ
ン
グ
で
大

磯
駅
が
県
内
第
１
位
、首
都
圏
第

４
位
と
い
う
高
評
価
を
得
ま
し
た
。

　

し
か
し
、町
の
人
口
は
未
だ
じ

わ
じ
わ
と
減
り
続
け
て
い
ま
す
。

大
磯
町
は
他
市
町
と
違
い
駅
前
に

マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
て
ら
れ
ず
、住

宅
供
給
が
足
ら
な
い
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
、空
き
家
対
策
が
重
要
に

な
り
ま
す
。中
学
校
の
給
食
再
開

に
も
メ
ド
を
付
け
た
い
で
す
。

　

今
年
は「
う
ま
年
」、私
の
任
期

は
４
年
目
、第
４
コ
ー
ナ
ー
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。ム
チ
が
入

り
ま
す
ね
🐎
も
っ
と
も
っ
と
大

磯
町
が
輝
く
よ
う
全
力
で
駆
け

抜
け
て
参
り
ま
す
。今
年
１
年
の

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。皆
さ
ま
が
新
春
を

清
々
し
く
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
２
０
２
５
年
は
、町
制
施
行
90
周

年
を
迎
え
、幅
広
い
世
代
が
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
を
各
団
体
と
協
力
し

て
開
催
し
ま
し
た
。ま
た
、「
こ
ど
も

ま
ん
な
か
元
年
」を
テ
ー
マ
に
、こ

ど
も
の
権
利
に
つ
い
て
学
び
、考
え

る
講
演
会
を
実
施
し
、意
義
深
い
機

会
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
０
２
６
年
は
、湘
南
地
域
で

は
初
と
な
る「
こ
ど
も
の
権
利
条

例
」を
策
定
し
ま
す
。こ
の
条
例
は
、

こ
ど
も
た
ち
に
も
尊
重
さ
れ
る
べ

き
権
利
が
あ
り
、こ
ど
も
た
ち
一

人
一
人
が
自
分
ら
し
く
活
躍
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
、

こ
ど
も
た
ち
の
声
を
取
り
入
れ
、

条
例
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

新
庁
舎
に
つ
い
て
は
、整
地
や

基
礎
工
事
を
進
め
、柱
な
ど
主
要

な
構
造
部
分
の
建
設
に
着
手
し

ま
す
。ま
た
、ラ
デ
ィ
ア
ン
に
つ

い
て
は
、図
書
館
や
ホ
ー
ル
機
能

を
維
持
し
つ
つ
、「
新
た
な
交
流

拠
点
」と
し
て
２
０
２
７
年
１
月

か
ら
整
備
す
る
予
定
で
す
。

　

最
後
に
、防
災
対
策
と
し
て
、

住
宅
な
ど
へ
雨
水
タ
ン
ク
を
設

置
す
る
補
助
制
度
の
ほ
か
、「
に

の
み
や
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」

宣
言
に
基
づ
く
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器

具
買
換
の
補
助
制
度
は
１
月
下

旬
ま
で
の
申
請
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
幸

多
き
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

二
宮
町
長

二
宮
町
長

村
田 　

子

村
田 　

子

6

茅
ヶ
崎
市
長

茅
ヶ
崎
市
長

佐
藤 

光

佐
藤 

光

笑
顔
と
活
力
に
あ
ふ
れ
︑

み
ん
な
で
未
来
を
創
る
ま
ち
へ

笑
顔
と
活
力
に
あ
ふ
れ
︑

み
ん
な
で
未
来
を
創
る
ま
ち
へ

平
塚
市
長

平
塚
市
長

落
合 

克
宏

落
合 

克
宏

﹁
ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に
前
へ
﹂

﹁
ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に
前
へ
﹂

大
磯
町
長

大
磯
町
長

池
田 

東
一
郎

池
田 

東
一
郎

も
っ
と
も
っ
と
輝
く
大
磯
町
へ

　
　

全
力
で
駆
け
抜
け
ま
す
！

も
っ
と
も
っ
と
輝
く
大
磯
町
へ

　
　

全
力
で
駆
け
抜
け
ま
す
！

こ
ど
も
た
ち
が
自
分
ら
し
く

　
　

活
躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

こ
ど
も
た
ち
が
自
分
ら
し
く

　
　

活
躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

※出典元／大東建託株式会社「いい部屋ネット　街の幸福度＆住み続けたい街ランキング 2025」

※



2026年へ―平塚・湘南を動かす、政治と経済の現場から
　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

二
〇
二
五
年
は
、茅
ヶ
崎
市
、

平
塚
市
、い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。茅
ヶ
崎
の
道
の
駅
、

平
塚
の
シ
ー
テ
ラ
ス
が
相
次
い

で
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。道
の
駅

で
は
利
用
者
が
七
十
万
人
を
超

え
、地
元
の
産
品
の
売
り
上
げ
も

好
調
で
す
。シ
ー
テ
ラ
ス
で
は
開

園
一
か
月
で
想
定
を
上
回
る
十

一
万
人
以
上
が
来
園
し
、湘
南
の

海
を
堪
能
し
て
い
ま
す
。

　

平
塚
市
で
は
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ

の
開
発
や
横
浜
ゴ
ム
の
本
社
移

転
等
に
よ
り
税
収
が
増
え
財
政

面
に
好
影
響
を
も
た
ら
し
て
い

ま
す
。平
塚
競
輪
も
グ
ラ
ン
プ
リ

を
誘
致
し
、売
上
も
好
調
で
す
。

平
塚
市
が
全
国
に
先
駆
け
て
導

入
し
た
マ
イ
ナ
救
急
は
、十
月
一

日
か
ら
全
国
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。茅
ヶ
崎
市
で
は
様
々
な
分
野

で
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
始
め

て
い
ま
す
。市
役
所
で
は「
書
か

な
い
窓
口
」も
定
着
し
、子
ど
も

や
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
へ
の
医
療

費
助
成
証
と
マ
イ
ナ
保
険
証
の

一
体
化
も
始
ま
り
ま
し
た
。ま
た
、

市
役
所
や
コ
ミ
セ
ン
を
拠
点
と

し
た
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
力

を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　

平
塚
駅
南
口
で
は
神
奈
中
バ

ス
の
自
動
運
転
の
実
証
実
験
が

続
い
て
い
ま
す
。茅
ヶ
崎
市
で
は

松
風
台
を
起
点
に
し
た
自
動
運

転
の
バ
ス
の
実
証
実
験
が
二
〇

二
六
年
か
ら
始
ま
り
ま
す
。自
動

運
転
は
、高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運

転
ミ
ス
を
防
ぎ
、街
を
よ
り
安
全

に
し
て
く
れ
ま
す
。い
ず
れ
自
家

用
車
も
自
動
運
転
に
な
り
、行
き

先
を
言
う
だ
け
で
目
的
地
に
連

れ
て
行
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な

る
で
し
ょ
う
。

　

茅
ヶ
崎
市
も
平
塚
市
も
今
後

は
高
齢
化
が
進
み
、さ
ら
に
緩
や

か
な
が
ら
人
口
減
少
の
時
代
に

入
っ
て
い
き
ま
す
。経
済
環
境
も

デ
フ
レ
か
ら
イ
ン
フ
レ
に
変
わ

り
、金
利
が
あ
る
世
界
に
戻
り
ま

し
た
。子
ど
も
た
ち
に
明
る
い
未

来
を
つ
く
る
た
め
に
、必
要
な
投

資
を
す
る
た
め
に
い
か
に
選
択

　

新
春
を
迎
え
、謹
ん
で
お
慶
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
11
月
に
当
所
も
第
30
期

を
迎
え
、引
き
続
き
４
期
目
の
会

頭
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。商
工

会
議
所
は
、経
済
全
体
に
係
る
諸

問
題
の
解
決
の
た
め
地
域
経
済

社
会
の
代
弁
者
と
し
て
意
見
を

述
べ
、産
業
振
興
や
街
づ
く
り
に

重
要
な
役
割
を
担
う
組
織
と
し

て
、「
ま
ち
を
元
気
に
す
る
商
工

会
議
所
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
活
動

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
を
中
心
に
地
域
に
根
ざ

し
た
支
援
を
行
な
い
、事
業
者
の

持
続
的
成
長
を
支
え
る
施
策
を

展
開
し
、産
業
振
興
に
よ
る
活
力

あ
る
地
域
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

そ
し
て
、地
域
の
再
整
備
に
よ

る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
て
、平
塚
駅
周
辺
を
は
じ
め
と

す
る
都
市
機
能
の
強
化
に
つ
い

て
意
見
交
換
や
提
言
活
動
を
行

な
い
、「
平
塚
駅
周
辺
地
区
将
来

構
想
」と
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と

と
も
に
賑
わ
い
創
出
に
活
動
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、本
市
は
さ
ま
ざ
ま
な
ス

ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
都
市
で
あ
り
、

特
に
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
の
本
拠
地

と
し
て
市
の
知
名
度
ア
ッ
プ
、経

済
効
果
、ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
多

様
な
面
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
ス
ポ
ー

ツ
と
文
化
向
上
に
よ
る
将
来
の
ま

ち
づ
く
り
を
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
、会
員
事
業
所
を
は
じ

め
と
す
る
地
元
企
業
の
皆
様
の

協
力
と
行
政
と
の
連
携
に
よ
り
、

地
域
が
元
気
を
取
り
戻
す
環
境

づ
く
り
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ア
ラ
イ
グ
ル
ー
プ
は
湘
南
・
平

塚
で
創
業
し
、１
０
６
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。私
た
ち
は「
ク
ル
マ
」

と「
食
」と
い
う
、人
々
の
生
活
に

欠
か
せ
な
い
分
野
を
基
盤
に
、

「
日
本
の
価
値
を
世
界
へ
」、「
世

界
の
価
値
を
日
本
へ
」を
テ
ー
マ

に
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
事
業
で
は
、全
国

７
会
場
、７
ヤ
ー
ド
で
日
本
一
の

商
用
車
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、そ
し
て

ア
ジ
ア
No・１
の
建
設
機
械
、農

業
機
械
、産
業
機
械
等
の
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
を
運
営
。食
品
事
業
に
お

い
て
は
、ブ
ラ
ジ
ル
の
国
民
的
飲

料「
ガ
ラ
ナ
・
ア
ン
タ
ル
チ
カ
」を

は
じ
め
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
や
韓

国
か
ら
多
様
な
食
品・飲
料
を
輸

入
・
販
売
す
る
と
と
も
に
、ベ
ル

ギ
ー
ワ
ッ
フ
ル
の
店
頭
製
造
・
販

売
、さ
ら
に
は
湘
南
地
区
を
拠
点

と
し
た
全
国
の
農
産
物
生
産
者

と
消
費
者
を
直
接
つ
な
ぐ
直
売

所
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

　

本
年
は
、新
た
な
挑
戦
と
し
て

情
報
仲
介
事
業
に
注
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。Ｄ
Ｘ
技
術
を
活
用
し
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
ニ
ー
ズ
と
ロ
ー

カ
ル
な
ウ
ォ
ン
ツ
を
つ
な
ぐ

マ
ッ
チ
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
役

割
を
強
化
し
、さ
ら
な
る
価
値
創

造
を
目
指
し
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
実
り
多

い
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ

り
祈
念
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

と
集
中
を
進
め
て
い
く
か
、ま
た
、

道
路
や
上
下
水
道
を
は
じ
め
、こ

れ
ま
で
の
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
が

必
要
に
な
る
な
か
で
、さ
ま
ざ
ま

な
公
的
な
施
設
を
い
か
に
た
た

ん
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
街
に
し
て

い
く
の
か
、税
収
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
、ど
う
や
っ
て
街
の
経

済
を
発
展
さ
せ
る
か
、戦
略
が
求

め
ら
れ
る
時
代
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。

　

自
治
体
ご
と
に
何
も
か
も
公

共
施
設
を
自
前
で
用
意
す
る
時

代
は
終
わ
り
ま
し
た
。近
隣
地
域

で
連
携
し
な
が
ら
、必
要
な
も
の

を
共
有
し
、活
用
し
て
い
く
時
代

で
す
。議
論
さ
れ
て
い
る
新
ス
タ

ジ
ア
ム
も
、ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な

く
エ
ン
タ
メ
や
日
常
に
も
使
え

る
施
設
と
し
て
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン

で
連
携
し
て
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

二
〇
二
六
年
は
午
年
、駿
馬
の

ご
と
く
力
強
く
、希
望
に
満
ち
た

一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。
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卓
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﹁
新
た
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挑
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と
１
０
６
年
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歩
み
を
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に
﹂

 

～
荒
井
商
事
株
式
会
社 

新
年
の
ご
挨
拶
～

﹁
新
た
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と
１
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新
し
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時
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︑

未
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な
が
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づ
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新
し
い
時
代
を
見
据
え
︑

未
来
に
つ
な
が
る
地
域
づ
く
り
を
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Instagram

年の瀬こそ、採れたて野菜で体を整える。お正月の準備にも！
土屋農場 直売所「歳末大感謝祭」開催

湘 南 の ニ ュ ー ス

土屋農場 直売所　☎090-9681-8480(受付8:00～16:00)
平塚市土屋555-3　　 8：00～16：00　Ⓟあり（無料駐車場45台）

　総合型地域スポーツクラブ「湘南ハ
イビース」のフットサルトップチームが、
12月７日（日）に行なわれた神奈川県
フットサル１部リーグ第12節で勝利し、
勝点27に到達。２試合を残してリーグ
戦初優勝を決め、神奈川県の頂点に
立った。
　チームは2026年２月21日（土）から始
まる関東２部リーグ参入戦に挑む。

湘南ハイビース、神奈川県の頂点に！

湘南ハイビース
問い合わせはインスタグラムのDM、またはHPお問い合わせフォームへ

　2001年創立の同クラブは、2013年に
総合型地域スポーツクラブとして認定
され、平塚市を中心にフットサルのほ
か、ジュニアクラスや子ども向け体操教
室など幅広く活動を展開。トップチーム
監督でクラブ代表の竹内圭介氏は「多
くの支援のおかげで17年越しの優勝を
果たせた。今後もスポーツの力で地域
に貢献したい」と語った。

　12月28日（日）～31日（水）の4日間、土
屋農場の直売所で「歳末大感謝祭」が開
催される。年末に向けて、土屋農場の新鮮
な野菜が揃う、毎年好評の企画だ。12月
28日（日）には、土屋農場の旬野菜を使っ
た「土屋野菜ちゃんこ鍋」の試食会も実
施。野菜の甘みや旨みを味わいながら体
を温め、気に入った野菜をその場で購入で
きるのも、この時期ならではの楽しみ。

　農場内に建つ直売所は、広々とした
景色と空の広さが気持ちのいい場所。
自然の中で、ゆっくりと野菜を選びなが
ら買い物を楽しめる。年末の慌ただし
さの合間に立ち寄って、お正月に向け
た準備を進めてみてはいかがだろうか。
 年末限定のお得な内容も用意されてお
り、家族でのドライブがてらの来場にも
おすすめ。

HP Instagram



「皆さんの力を合わせれ
ば、小さな魚でも、ちゃん
とおいしくなる。このア
ヒージョをきっかけに、平

塚漁港 と地
元の魚をもっ
と身近に感じ
てもらえたら
嬉しいです」

平塚市
漁業協同組合
伏黒 哲司 氏

（同）森丘商会
代表社員社長

森丘 貴宏 氏

平 塚 漁 港 で 水 揚 げ さ

れる 、小 さ す ぎ て 選

ばれなかった魚たち。農園で

形がそろわず、規格外とされた

オ リ ーブ。で も 、味 はち ゃん と

一級品。本商品は、平塚市の

支 援 を 受 け た 産 業 連 携 

「海姫・山彦プ ロジェクト

第３弾」として誕生しました。

取り扱いたい！ 買って食べたい！ いろいろ聞きたい！問
山大フーズ　TEL.0463-23-1763

山大商事（株）
代表取締役
野原 彰二 氏

海姫・山彦
プ ロ ジ ェ ク ト

異なる分野が連携し、
仕組みとして価値を生み出す

森丘貴宏氏（合同会社森丘商会 代表社員社長）をプロ
ジェクトリーダーに、平塚市漁協、ファームビレッジ湘南、
山大商事が連携。漁業・農業・加工という異なる分野が力
を合わせ、「地域の素材を、地域の中で活かす」ことを大切
に商品開発が進められました。

「漁港のア
ヒージョ」

「規 格外」「手間がかかる」「サイズが合わない」——
それだ けの理由で行 き場を失ってきた、実はおい しい自然 の恵み。

じゃあ、まとめて一 緒においしくしよう！
そうして生まれたのが「漁港のアヒージョ」です。

ひ
ら
つ
か
タ
マ
三
郎
の

地
魚
シ
リ
ー
ズ

第1弾

神
奈
川
県 

平
塚
産

ト
マ
鯖
カ
レ
ー

第2弾

第3弾
規 格外 の魚を平塚産オリ ーブの実とオリ ーブオイルで
しっか り 炊 き上 げ、骨 ま で 食べる こ と がで き ま す。旨み
たっぷり、子どもも大人もおいしくいただけます。そのまま
でも温めてもおいしい逸品になりました。

（株）ファームビレッジ湘南
（湘南オリーブ）

（同）森丘商会 山大商事（株）
（山大フーズ）

平塚市漁業協同組合連 携
組 織

販 売 開 始：2 0 2 6 年 2 月予定
価 格：近日発 表
購 入 先 は 随 時 平 塚 市 か ら 発 表

商 品 情 報

水産業に長く関わってきましたが、さまざまな
課題に面してきました。低利用魚の課題は、
いつまでも課題として残り、魚だけでなく農
産物も、味や品質に問題はないのに、規格や
サイズ、手間といった理由だけで市場に出ら
れないものが多くあります。それは、現場の努
力だけでは解決できない課題です。だからこそ、
漁業・農業・加工といった異なる分野が連携

し、仕組みとして価値
を生み出す必要が
あると考えました。
今回の『漁港のア
ヒー ジ ョ 』 は 、単

なる商品づくり ではありません。地域の素材を地域の中
で活かし、きちんと続いていく形をつくる
ための挑戦です。
　山大商事さんのレトルト技術は、地域
にとって大きな強みです。常温で長期保存
ができ、品質を保ったまま届けられること
で、地元発の価値を地域の外へ広げてい
けます。このプロジェクトは行政とも連携
し、地域全体で育てていくモデルを目指
しています。まずは、「おいしい」と感じても
らえたら嬉しいですね。

できたよ！

お
い
し
〜
♪

アレンジ料理にも

ピッタリ！

湘南オリーブの畑（ファームビレッジ湘南）　まるで外国に来たみたい！素敵な畑です。

特  長

プ ロ ジェク ト リ ー ダー に 聞 き ま した！

× ×

自信作です！ぜひご賞味ください！

“もったいない”を
“おいしくたべよう！！”
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湘南ジャーナル『魚 特集』からうまれた

“漁協のポスター”が完成したよ！

みんなみつけてね！

あ
ち
こ
ち

届
け
る
よ
♫

次号は、多くの人に勇気や感動を届け、愛されてきた
“湘南ベルマーレ”の特集。
地域とともに歩んできたチームの姿を通して、
その魅力をお届け！


